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世　帯　数　　

人　　　口

男　

女
志  賀  　 勝  弘

木  田  　 源  一

お  ぎ  つ  印  刷

令和５年11月20日

日  高  地  区  概  況

行 

事 

予 

定

過
ぎ
行
く
時
を
大
切
に

　
10
月
25
日
の
役
員
会
で
次
の

事
項
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

＊
あ
い
さ
つ
声
か
け
運
動

＊
災
害
時
避
難
行
動
要
支
援
者

　
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

＊
わ
ら
細
工
教
室

＊
第
２
回
本
部
支
部
役
員
会

　
12
月
22
日
（
金
）
実
施

＊
日
高
三
世
代
文
化
祭

＊
交
流
セ
ン
タ
ー
　
エ
レ
ベ
ー

　
タ
ー
設
置
工
事

日
高
学
区
市
民
自
治
会
　

○
再
生
資
源
拠
点
回
収

　
11
月
26
日
（
日
）

　
12
月
　
回
収
な
し

　
１
月
21
日
（
日
）

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

○
日
立
魅
力
再
発
見
ウ
ォ
ー
ク

　
11
月
26
日
（
日
）
（
中
止
）

○
折
り
紙
教
室

　
12
月
７
日
（
木
）

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

○
交
流
セ
ン
タ
ー
大
掃
除

　
12
月
16
日
（
土
）

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

○
わ
ら
細
工
教
室

　
12
月
24
日
（
日
） 

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

○
新
春
初
顔
合
わ
せ
会

　
１
月
６
日
（
土
）

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー

○
日
高
ふ
れ
あ
い
鳥
追
い
祭
り

　
１
月
14
日
（
日
）

　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
広
場

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
に
よ
り
行
事
が
中
止
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

（
11
月
21
日
～
１
月
20
日
）

　　　　地域に親しまれている東連津川が牙をむく
　　豪雨翌日の杉丸太が散乱する病院駐車場（写真提供　永井ひたちの森病院）

地元の認識も新たに

氾
濫 

厳
し
い
教
訓
残
す

　
９
月
８
日
の
台
風
13
号
の
も

た
ら
し
た
線
状
降
水
帯
に
よ
る

集
中
豪
雨
は
、
後
に
日
立
市
が

国
か
ら
局
地
激
甚
災
害
の
指
定

を
受
け
た
ほ
ど
で
、
日
高
学
区

に
も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　
日
頃
、
自
然
災
害
の
影
響
を

あ
ま
り
被
っ
て
こ
な
か
っ
た
日

高
の
住
民
に
と
っ
て
、
最
近
の

気
候
変
動
に
よ
り
多
発
す
る
自

然
災
害
に
対
し
て
は
、
無
防
備

だ
っ
た
と
い
え
そ
う
で
す
。
想

定
外
と
片
づ
け
ず
、
今
回
の
被

害
の
状
況
を
行
政
と
と
も
に
し

っ
か
り
検
証
し
、
今
後
に
備
え

る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
◇

　
こ
の
大
雨
に
よ
り
、
日
高
学

区
内
で
は
人
的
被
害
は
ほ
と
ん

ど
無
か
っ
た
も
の
の
、
河
川
や

水
路
の
氾
濫
に
よ
る
床
上
・
床

下
浸
水
、
田
畑
へ
の
冠
水
、
流

木
や
土
砂
の
流
入
な
ど
の
被
害

が
広
範
囲
に
発
生
し
ま
し
た
。

　
特
に
小
木
津
山
自
然
公
園
方

面
か
ら
小
木
津
町
内
を
め
ぐ
り
、

常
磐
線
下
を
通
り
抜
け
、
海
に

流
れ
て
い
る
水
路
の
氾
濫
に
よ

る
住
宅
地
へ
の
冠
水
は
、
上
流

域
、
中
流
域
に
お
い
て
も
多
く

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
流
域
で

は
、
過
去
に
何
度
か
水
路
の
改

造
を
行
な
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
豪
雨
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
東
連
津
川
は
、
上
流
で
は
川

幅
３
ｍ
だ
っ
た
も
の
が
岩
本
地

区
に
入
る
と
３
倍
の
川
幅
に
な

り
、
２
筋
に
分
流
し
土
砂
を
押

し
流
し
ま
し
た
。
そ
の
土
砂
と

流
木
は
稲
田
を
襲
い
、
稲
穂
を

無
残
に
横
た
わ
ら
せ
て
い
ま
し

た
。

　
岩
本
地
区
で
は
、
崖
崩
れ
や

床
上
浸
水
被
害
が
あ
り
ま
し
た

が
、
東
連
津
川
流
域
沿
い
に
あ

る
病
院
で
は
、
駐
車
場
に
大
量

の
杉
丸
太
の
流
木
と
土
砂
が
流

れ
込
み
、
大
き
な
被
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
◇

　
日
高
で
は
、
今
ま
で
想
定
外

と
さ
れ
て
い
た
多
く
の
自
然
災

害
が
、
今
後
起
こ
り
得
る
も
の

と
、
油
断
な
く
予
測
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
行

政
に
よ
る
河
川
対
策
等
も
急
ぐ

必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
一
斉
清

掃
時
の
側
溝
清
掃
や
点
検
、
台

風
時
期
の
土
嚢
の
供
え
な
ど
、

減
災
に
つ
な
が
る
対
策
を
個
人

も
地
域
も
怠
っ
て
は
な
ら
な
い

と
の
教
訓
が
残
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
ひ

た
ち
生
き
生
き
百
年
塾
主
催
、

ジ
オ
ネ
ッ
ト
日
立
と
日
高
学
区

市
民
自
治
会
共
催
の
「
日
立
の

岩
石
展
」
が
日
高
交
流
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
、
貴
重
な
岩
石

も
展
示
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
22
日
午
前
に
は
「
ス
ト
ー
ン

ぺ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
体
験
教
室
」
、

午
後
に
開
催
さ
れ
た
茨
城
大
学

名
誉
教
授
の
田
切
美
智
雄
先
生

の
地
学
特
別
講
演
会
「
日
本
最

古
の
地
層
と
小
木
津
山
自
然
公

園
・
東
連
津
川
界
隈
」
は
募
集
枠

を
大
き
く
超
え
て
65
人
の
聴
衆

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
に
は
熱
心
な
質
疑

応
答
も
多
数
有
り
、
充
実
し
た

特
別
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
日
立
の
岩
石
展
」

油
断
な
く
減
災
対
策
を

東
連
津
川

地
域
水
路

日
本
最
古
の
地
層
小
木
津
山
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ここを　こう直せば・・・

毎日欠かさずイチ・ニ・サン♪

　
隔
月
で
お
届
け
し
て
い
る
市

民
自
治
会
広
報
紙
「
日
高
」
、

「
よ
り
興
味
を
持
っ
て
読
ん
で

欲
し
い
」
私
た
ち
編
集
担
当
者

の
願
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
「
更
な
る
内

容
の
充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
」

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
10
月
13
日
、
茨
城

新
聞
本
社
地
域
連
携
室
Ｎ
Ｉ
Ｅ

事
務
局
の
澤
畑
和
宏
さ
ん
を
講

師
に
研
修
会
を
開
催
し
、
担
当

者
11
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
事
前
に
今
年
度

発
行
し
た
「
日
高
」
を
送
付
し

て
お
き
ま
し
た
の
で
、
当
日
は

そ
れ
ら
を
も
と
に
具
体
的
に
２

時
間
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま

し
た
。

　
主
に
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ

り
ま
し
た
。
①
見
出
し
の
付
け

方
は
ど
う
か
　
②
記
事
内
容
に

強
弱
が
あ
る
か
　
③
読
者
の
目

線
に
沿
っ
た
レ
イ
ア
ウ
ト
に
な

っ
て
い
る
か
　
④
文
は
簡
潔
に

書
か
れ
て
い
る
か
で
す
。

　
講
話
の
合
間
に
演
習
や
質
疑

も
あ
り
、
な
る
ほ
ど
と
う
な
ず

き
な
が
ら
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
何
と
な
く
経
験
で

作
っ
て
き
た
広
報
紙
で
し
た
が

今
後
の
方
向
性
が
明
確
に
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。

　
果
し
て
、
今
日
配
付
し
た
第

２
１
５
号
は
如
何
で
し
ょ
う
。

魅
せ
る
広
報
紙
づ
く
り

 
 

プ
ロ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置

工
事
始
ま
る
交
流
セ
ン
タ
ー

　
令
和
５
年
度
日
立
市
の
事
業

と
し
て
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
が
認
可
に

な
り
、
11
月
初
め
か
ら
本
格
的

な
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
交
流
セ
ン
タ

ー
北
側
入
口
に
設
置
さ
れ
駐
車

場
口
か
ら
２
階
に
直
接
昇
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
い
ま
ま
で

の
よ
う
に
表
玄
関
か
ら
階
段
で

も
２
階
に
行
け
ま
す
。

　
工
事
期
間
は
、
11
月
か
ら
来

年
３
月
末
ま
で
の
予
定
で
、
そ

の
間
交
流
セ
ン
タ
ー
の
出
入
り

や
駐
車
場
の
使
用
に
は
制
限
等

が
あ
り
ま
す
の
で
施
設
側
か
ら

の
情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
利
用
の
方
法

・
日
高
支
所
の
来
場
者
は
北

側
駐
車
場
を
使
用
。

・
交
流
セ
ン
タ
ー
や
体
育
館

利
用
者
は
南
側
広
場
駐
車
場

を
使
用
。

　
平
成
18
年
か
ら
毎
日
欠
か
さ

ず
続
け
て
い
る
市
民
自
治
会
の

ラ
ジ
オ
体
操
に
、
ま
た
一
つ
勲

章
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
日
高
の
ラ
ジ
オ
体

操
は
、
平
成
20
年
に
市
、
23
年

に
は
県
の
元
気
ア
ッ
プ
賞
で
優

秀
賞
に
輝
き
、
一
昨
年
か
ら
日

立
市
で
始
め
た
ラ
ジ
オ
体
操
コ

ン
ク
ー
ル
で
も
、
日
高
の
グ
ル

ー
プ
が
２
大
会
続
け
て
上
位
入

賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
に
続
き
、
９
月
26
日
、

当
会
志
賀
会
長
が
、
か
ん
ぽ
生

命
保
険
な
ど
が
主
催
す
る
「
ラ

ジ
オ
体
操
優
良
団
体
等
表
彰
」

の
府
県
等
表
彰
の
部
に
お
い
て
、

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
日
立
市
ラ

ジ
オ
体
操
普
及
協
議
会
の
設
立

に
携
わ
り
、
日
高
で
も
自
ら
先

頭
に
立
ち
、
取
り
組
ん
で
き
た

こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
受
賞
で
ま
た
一
つ
勲
章
　

　
　
　
日
高
の
ラ
ジ
オ
体
操

自らの作品の横に立つ作者
                  

地元の民話を楽しむ皆さん流麗な筆使いのかな書道

今年も力作ぞろいの鎌倉彫

今年から加わった切り絵の展示

子供たちのかわいい作品が
       会場を明るくしてくれます

　
芸
術
の
秋
と
い
う
に
は
暖
か

す
ぎ
る
今
年
の
文
化
の
日
か
ら

３
日
間
（
11
月
３
日
～
５
日
）

日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

日
高
文
化
協
会
主
催
の
三
世
代

文
化
祭
が
開
催
さ
れ
、
今
年
も

多
く
の
芸
術
愛
好
者
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
昨
年
同
様
、
体
育
館

の
舞
台
で
の
演
芸
披
露
は
行
わ

れ
ず
、
１
階
和
室
で
民
話
の
会

に
よ
る
お
話
と
、
活
動
開
始
し

て
間
も
な
い
琴
の
会
の
演
奏
を

行
う
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
展
示
コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
た
２

階
の
会
議
室
で
は
こ
れ
ま
で
も

作
品
展
示
を
行
っ
て
き
た
、
か

な
書
道
や
生
け
花
、
地
元
小
中

学
校
の
生
徒
に
よ
る
書
道
や
絵

画
の
ほ
か
に
、
今
年
度
か
ら
新

た
に
幼
稚
園
や
認
定
こ
ど
も
園

の
園
児
た
ち
に
よ
る
作
品
も
展

示
さ
れ
明
る
く
か
わ
い
ら
し
い

雰
囲
気
に
満
た
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
文
化
祭
を
主
催
し
た
日
高
文

化
協
会
の
小
澤
代
表
に
お
話
を

伺
う
と
、
「
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と

な
っ
た
２
年
間
に
多
く
の
サ
ー

ク
ル
が
活
動
を
止
め
た
影
響
が

大
き
く
、
夏
に
、
色
鉛
筆
で
の

絵
画
や
切
り
絵
な
ど
の
体
験
教

室
を
開
催
し
、
個
人
か
ら
の
出

品
募
集
す
る
な
ど
、
出
品
作
品

を
増
や
す
試
み
を
し
て
き
ま
し

た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
心
を
豊
か
に
す
る

芸
術
活
動
に
親
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

三
世
代
文
化
祭

11
月
３
日
～
５
日

展示品を鑑賞する地元の方々
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発蒙舎の記念碑

次の世代に向けて植樹を行う

交流センターに立つ二宮金次郎像

日
高
短
歌
会

稚
内
に
学
友
尋
ね
て
ひ
と
り
旅
北
へ
北
へ
と
列
車
の
旅
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碇
　
　
暁
子

猛
暑
な
れ
ば
忘
れ
さ
れ
お
る
「
節
」
の
字
よ
吾
だ
け
で
も
と

こ
ま
め
に
節
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
井
　
正
子

水
戸
に
い
て
両
親
、
祖
母
に
結
婚
の
意
思
表
示
す
る
と
今
の

若
も
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

太
田
　
初
枝

中
日
に
移
籍
の
細
川
　
大
化
け
の
予
感
的
中
殊
勲
の
連
打

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
勝
子

興
奮
の
る
つ
ぼ
と
化
し
や
明
秀
の
初
Ⅴ
報
告
の
新
都
市
広
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
白
梅

こ
の
夏
は
降
り
注
ぐ
陽
の
ハ
ン
パ
無
く
老
い
は
篭
り
て
水
を

か
か
さ
ず 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾
羽
　
千
恵

昼
食
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
教
室
の
献
立
良
け
れ
ば
味
の
う

ま
し
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川
井
け
い
子

い
つ
ま
で
の
睦
み
保
つ
や
散
策
を
八
十
路
の
友
と
歩
を
合
は

せ
ゆ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久
保
田
絹
枝

着
替
え
に
と
あ
げ
た
る
吾
の
古
い
服
娘
が
着
れ
ば
流
行(

は

や
り)

の
服
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
池
　
久
枝

早
目
な
る
夕
食
す
ま
せ
テ
レ
ビ
見
る
話
す
相
手
の
な
き
は
さ

び
し
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

清
水
恵
美
子

冴
え
渡
る
ス
ー
パ
ー
ブ
ル
ー
の
月
見
上
ぐ
語
り
か
け
く
る
よ

う
な
気
が
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
尾
　
君
代

豪
雨
災
害
後
の
安
否
確
認

～
「
無
事
で
す
」
に
安
堵
～

個
別
避
難
計
画
書

　
　
　
作
成
準
備
に

男
は
料
理
で

勝
負
す
る

　
日
高
学
区
の
多
く
の
住
民
が

学
ん
だ
日
高
小
学
校
が
今
年
で

創
立
１
５
０
周
年
を
迎
え
、
さ

る
９
月
11
日
に
創
立
記
念
式
典

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
明
治
６
年
、
明
治
政
府
に
よ

る
「
学
制
」
発
布
の
翌
年
に
現

在
の
田
尻
町
に
「
発
蒙
舎
」
が

創
立
、
明
治
13
年
に
今
の
交
流

セ
ン
タ
ー
の
あ
る
場
所
に
小
木

津
小
学
校
と
し
て
移
転
、
そ
の

後
、
日
高
高
等
尋
常
小
学
校
、

日
高
国
民
学
校
な
ど
と
数
回
に

わ
た
り
名
称
を
変
え
、
昭
和
30

年
に
現
在
の
日
立
市
立
日
高
小

学
校
と
な
り
、
昭
和
45
年
に
現

在
の
場
所
に
移
り
ま
し
た
。

　
記
念
式
典
当
日
は
、
下
級
生

た
ち
の
手
で
市
民
自
治
会
か
ら

贈
ら
れ
た
お
ぎ
つ
や
よ
い
の
苗

木
を
、
ま
た
上
級
生
た
ち
の
手

に
よ
っ
て
創
立
１
５
０
周
年
記

念
積
立
金
か
ら
購
入
さ
れ
た
ク

ス
ノ
キ
の
苗
木
を
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
南
西
側
に
植
樹
し
、
新
た
に

日
高
っ
子
の
歴
史
を
刻
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

日
高
小
学
校
創
立
150
周
年

　
日
高
学
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連

合
会
主
催
の
同
大
会
が
、
10
月

20
日
に
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
広

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
女
性
11
名
を
含
め

た
25
名
で
、
市
民
自
治
会
志
賀

勝
弘
会
長
の
始
球
式
で
ス
タ
ー

ト
し
、
ゲ
ー
ム
は
８
ホ
ー
ル
３

ラ
ウ
ン
ド
で
行
い
、
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
も
多
く
出
ま
し
た
。

　
成
績
は
、
１
位
　
井
上
よ
し

子
　
２
位
　
菊
地
幸
子
　
３
位

市
村
豊
信
さ
ん
で
し
た
。

１
位
　
井
上
よ
し
こ
さ
ん

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

 

会
員
募
集
　
毎
月
第
二
土
曜
日
　
午
後
一
時
か
ら
　
日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て

ひ
た
ち
の
森
病
院
・
大
森
商
店
・

茨
城
環
境
企
業
・
大
高
工
務
店
・

斉
藤
金
四
郎
・
三
秀
建
設
工
業
・

石
堂
徳
明
・
茨
城
県
信
用
組
合

日
高
支
店
・
豊
田
清
明
・
志
賀

啓
行
・
宇
佐
美
吉
郎
・
下
平
優
・

見
城
美
智
子
・
志
賀
勝
弘
・
樫

村
守
・
見
城
智
恵
子
・
宇
佐
美

寿
郎
・
木
田
金
房
・
矢
部
一
良
・

海
老
沢
清
・
志
賀
信
夫
・
石
井

慶
昭
・
小
澤
邦
子
・
深
澤
嘉
子
・

エ
イ
チ
シ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

㈱
・
肥
田
順
子
・
岩
間
恵
美
子

ご
協
力
に
感
謝
申
上
げ
ま
す
。

赤
い
羽
根
募
金

　

大
口
奉
仕
者
芳
名

　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

甘辛カレーきつね丼、ブロッコリーの白
和え、出汁のいらない豚汁が今日の献立

　
ス
パ
イ
ス
の
香
り
と
不
規
則

に
も
聞
こ
え
る
「
ト
ン
ト
ン
」

と
い
う
包
丁
の
音
。
10
月
12
日

日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
の
調
理
室

で
「
男
性
の
料
理
教
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
参
加

者
は
５
名
。
ほ
と
ん
ど
料
理
初

心
者
。
ち
ょ
っ
と
危
な
っ
か
し

い
手
つ
き
で
す
が
、
日
高
地
区

食
生
活
改
善
推
進
会
の
方
々
が

サ
ポ
ー
ト
に
入
り
、
２
時
間
弱

で
３
品
の
立
派
な
料
理
が
出
来

上
が
り
ま
し
た
。

「
初
め
て
料
理
ら
し
い
料
理
を

作
っ
た
が
、
案
外
上
手
に
で
き
、

楽
し
か
っ
た
」
「
こ
れ
か
ら
は

家
で
も
作
り
た
い
」
「
な
ん
で

女
性
が
料
理
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
か
不
思
議
に
な
っ
た
」
な

ど
、
前
向
き
な
言
葉
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
次
回
は
減
塩
教
室
が

１
月
26
日
（
金
）
に
開
か
れ
る

予
定
で
す
。

　
９
月
８
日
の
台
風
13
号
で
は
、

線
状
降
水
帯
の
影
響
を
受
け
日

高
学
区
に
お
い
て
も
、
甚
大
な

水
災
害
を
被
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　
日
高
学
区
市
民
自
治
会
社
会

福
祉
委
員
会
で
は
、
高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
方
で
、
日
立
市
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
方
２
０
０
名
程
を
対

象
に
安
否
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
日
立
市
の
指
示
に

よ
り
、
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
内
に
居
住
し
て
い
る
４
名

の
要
支
援
者
に
対
し
、
避
難
所

開
設
情
報
を
伝
え
な
が
ら
安
否

確
認
の
電
話
を
入
れ
ま
し
た
。

　
台
風
が
過
ぎ
去
っ
た
翌
日
は
、

日
高
交
流
セ
ン
タ
ー
内
に
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
、
民
生
委
員

を
含
む
支
部
福
祉
協
力
員
45
名

の
協
力
で
安
否
確
認
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
床
上
・
床
下
浸
水
な
ど
の
被

害
報
告
が
あ
が
り
ま
し
た
が
、

全
員
が
身
体
的
な
被
害
を
受
け

る
こ
と
な
く
「
無
事
で
す
」
と

の
返
事
に
は
安
堵
し
ま
し
た
。

　
日
立
市
で
は
、
避
難
行
動
要

支
援
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
方
の
個
別
避
難
計
画
書
作
成

を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

災
害
等
の
発
生
に
よ
り
、
避
難

が
必
要
な
状
況
に
な
っ
た
時
、

指
定
避
難
所
ま
で
自
力
で
の
避

難
が
で
き
な
い
方
の
具
体
的
な

避
難
方
法
を
確
認
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。
昨
年
度
は
、
名
簿

登
録
者
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
エ

リ
ア
内
に
居
住
し
て
い
る
方
に

つ
い
て
、
調
査
及
び
個
別
避
難

計
画
書
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
未
調
査
の
方
が
対

象
で
す
。
日
高
学
区
市
民
自
治

会
で
は
市
と
連
携
し
、
民
生
委

員
に
よ
る
聞
き
取
り
調
査
か
ら

進
め
て
い
ま
す
。
自
力
避
難
が

困
難
な
方
に
対
し
て
は
、
随
時
、

社
会
福
祉
委
員
会
の
地
域
福
祉

推
進
員
が
出
向
き
、
個
別
避
難

計
画
書
作
成
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
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君
島
さ
ん
は
日
立
市
で
生
ま

れ
、
日
立
市
役
所
に
勤
務
し
、

環
境
衛
生
課
や
郷
土
博
物
館
な

ど
に
配
属
さ
れ
、
記
念
図
書
館

で
定
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
記
念
図
書
館
に
勤
め
て
い
た

時
に
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
ま
し
た
。
震
災
対
応
が
続
く

中
で
の
退
職
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
趣
味
と
し
て
、
昔
は
油
絵
を

描
い
て
い
ま
し
た
が
、
30
歳
を

過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
写
真
撮
影
に

魅
力
を
感
じ
、
今
で
は
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
写
真
集
を
３
冊
、

自
費
出
版
し
ま
し
た
。

　
一
冊
目
は
「
日
光
・
四
季
の

移
ろ
い
」
、
２
冊
目
は
11
月
か

ら
３
月
ま
で
白
河
市
方
面
に
何

度
も
通
っ
て
撮
影
し
「
白
鳥

福
島
に
て2

0
0
3
-2
0
1
2

年
」
を

出
版
し
ま
し
た
。

　
３
冊
目
は
平
成
30
年
に
出
版

し
た
「
久
慈
川
水
系
の
四
季
」

で
す
。
源
流
域
で
あ
る
八
溝
山

か
ら
河
口
ま
で
の
写
真
集
で
す
。

　
そ
し
て
現
在
は
「
日
立
の
海

岸
を
ゆ
く
」
の
題
材
で
、
伊
師

浜
か
ら
久
慈
浜
ま
で
の
海
岸
を

撮
影
し
た
写
真
集
を
作
成
中
と

の
こ
と
で
す
。

　
ま
た
４
人
の
子
供
さ
ん
に
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
つ
ま
っ

た
ア
ル
バ
ム
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の

結
婚
時
に
差
し
上
げ
た
そ
う
で

す
。

　
君
島
さ
ん
は
「
日
立
の
桜
を

撮
り
終
え
た
ら
、
カ
メ
ラ
片
手

に
小
木
津
を
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
、

そ
こ
で
目
に
し
た
光
景
を
『
じ

い
散
歩
』
と
題
し
た
写
真
集
に

ま
と
め
ら
れ
た
ら
い
い
な
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。（
増
子
功
）

小木津町

君島 信好さん

（72歳）

～

写

真

は

大

切

な

記

録

～

過
ぎ
行
く
時
を
大
切
に

　
思
い
起
こ
せ
ば
私
の
支
部

長
歴
は
２
度
目
、
都
合
６
期

目
に
な
る
。
最
初
は
平
成
10

年
、
支
部
分
割
（
本
宿
、
安

良
宿
支
部
）
時
に
、
２
年
間

３
期
、
平
成
30
年
よ
り
３
期

で
あ
る
。
そ
の
間
の
14
年
間

は
、
先
日
鬼
籍
に
入
ら
れ
た

飯
野
隆
弘
氏
に
連
続
６
期
お

願
い
し
た
。
氏
か
ら
高
齢
を

理
由
に
支
部
長
辞
退
の
申
し

入
れ
が
あ
り
、
支
部
内
で
支

部
長
選
定
を
進
め
た
が
、
自

薦
他
薦
共
選
任
に
至
ら
ず
、

や
む
な
く
２
度
目
を
引
き
受

け
た
事
態
で
あ
る
。

　
支
部
活
動
は
、
地
域
の
活

性
化
の
柱
だ
。
自
治
会
本
部

が
全
体
の
活
動
指
針
を
企
画
、

計
画
し
、
支
部
が
そ
れ
に
添

っ
た
活
動
を
進
め
る
の
が
理

想
だ
と
思
う
。
最
初
の
支
部

長
時
は
、
各
年
度
末
に
役
員

を
招
集
し
、
軽
い
飲
食
を
伴

い
意
見
交
換
と
懇
親
を
図
っ

た
。

　
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
て
き

た
こ
れ
か
ら
、
本
部
と
連
携

し
た
支
部
活
動
を
し
た
い
。

支部長としてなにができた
　
こ
の
度
の
豪
雨
に
よ
る
被
害

は
、
危
機
管
理
の
甘
さ
、
自
然

の
猛
威
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
ら

れ
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
慢
心

が
引
き
起
こ
し
た
人
災
も
あ
っ

た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
震
災
か

ら
12
年
。
身
を
引
き
締
め
、
自

然
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
お
ご

ら
な
い
。
そ
し
て
起
き
た
事
を

し
っ
か
り
後
世
に
伝
え
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
改
め
て

思
う
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　(

菊
池
理
可
子
）

東本宿支部長
木田　源一

家
族
で
お
い
も
ほ
り

大きなイモあるかなー

（24）（24）（24）

小
木
津
三
大
地
蔵

（
小
木
津
浜
の
お
地
蔵
さ
ん
）

　
小
木
津
浜
に
は
い
く
つ
か
の

お
地
蔵
さ
ま
が
い
る
。

　
そ
の
う
ち
の
一
体
は
、
小
木

津
の
三
地
蔵
の
一
つ
で
あ
る
。

旧
街
道
と
静
原
か
ら
降
り
て
来

る
海
沿
い
の
道
が
交
わ
る
Ｔ
字

路
の
交
差
点
近
く
を
20
メ
ー
ト

ル
程
登
っ
た
丘
の
中
腹
、
笹
の

茂
み
に
す
っ
ぽ
り
と
覆
わ
れ
た

木
漏
れ
日
の
中
に
静
か
に
立
っ

て
い
る
。

　
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
に
関
す
る

資
料
は
少
な
い
も
の
の
、
近
く

の
古
老
に
よ
る
と
、
今
か
ら
約

70
年
前
ま
で
こ
の
お
地
蔵
さ
ん

の
脇
に
庵
が
あ
り
、「
多
都
さ
ん
」

と
い
う
老
女
が
住
ん
で
い
た
。

　
こ
の
お
多
都
さ
ん
が
お
地
蔵

さ
ん
の
お
世
話
を
し
て
お
り
、
時

折
近
く
の
家
を
訪
ね
て
は
数
珠

を
用
い
て
念
仏
を
唱
え
て
い
た

そ
う
で
、
地
域
の
人
々
は
お
地

蔵
さ
ん
の
立
つ
辺
り
を
庵
の
山

と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。

　
そ
し
て
も
う
一
体
は
東
連
津

川
の
河
口
付
近
の
丘
の
中
腹
、

津
神
社
の
参
道
脇
に
立
っ
て
い

る
。
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
は
昔
話

に
「
流
れ
着
い
た
お
地
蔵
さ
ん
」

と
も
い
わ
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
る
。

　
現
在
で
も
旧
暦
の
６
月
10
日

に
は
地
蔵
講
が
開
か
れ
、
地
域

の
人
に
よ
る
お
掃
除
の
あ
と
、

宮
司
に
よ
る
お
祓
い
を
行
い
、

そ
の
後
飲
食
し
な
が
ら
親
睦
を

深
め
て
い
る
そ
う
だ
。

　
津
神
社
の
本
殿
前
か
ら
足
元

を
見
渡
す
と
、
小
木
津
浜
が
眼

下
に
見
渡
せ
、
改
め
て
日
高
地

区
の
自
然
の
美
し
さ
を
認
識
さ

せ
ら
れ
る
。

　
日
高
学
区
市
民

自
治
会
主
催
の
、

サ
ツ
マ
イ
モ
堀
り

を
10
月
21
日
に
日

高
交
流
セ
ン
タ
ー

西
側
の
畑
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
自
治
会
青
少
年

育
成
部
・
有
志
の

手
で
５
月
に
苗
植

え
を
実
施
し
、
暑

い
な
か
数
回
の
草

引
き
な
ど
丹
精
を

込
め
て
育
て
た
約

５
０
０
本
の
イ
モ

を
掘
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
夏
は
猛

暑
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
例
年
に

な
く
イ
モ
が
大
き
く
育
ち
、
蔓

も
同
様
に
畑
一
杯
に
繁
茂
し
ま

し
た
。
事
前
準
備
の
蔓
切
り
に

ス
タ
ッ
フ
は
苦
労
し
て
い
ま
し

た
。

　
当
日
は
、
抜
け
る
よ
う
な
青

空
に
恵
ま
れ
、
参
加
し
た
９
組

約
30
人
の
親
子
は
大
き
な
イ
モ

に
大
喜
び
で
し
た
。
イ
モ
が
大

き
す
ぎ
て
子
ど
も
だ
け
で
は
掘

り
起
こ
す
こ
と
が
で
き
ず
ス
タ

ッ
フ
、
親
子
が
協
力
し
て
掘
っ

て
い
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。

　
レ
ジ
袋
に
好
み
の
イ
モ
10
本

を
袋
詰
め
し
、
最
後
は
、
市
民

自
治
会
会
長
が
朝
早
く
か
ら
焼

い
た
あ
つ
あ
つ
、
ほ
く
ほ
く
の

お
い
し
い
「
焼
き
イ
モ
」
に
舌

つ
づ
み
を
打
っ
て
解
散
と
な
り

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
親
か
ら
「
大
き
な

イ
モ
に
び
っ
く
り
し
た
」
「
楽

し
か
っ
た
」
「
来
年
も
実
施
し

て
欲
し
い
」
と
の
感
想
が
あ
り

ま
し
た
。

　
親
子
の
絆
を
よ
り
深
め
た
秋

の
ひ
と
時
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

来
年
も
実
施
を
予
定
し
て
い
ま

す
の
で
、
参
加
し
て
み
て
は
如

何
で
し
ょ
う
か
。

秋
空
の
下
　
イ
モ
掘
り
に
歓
声

木漏れ日の中に立つ小木津浜のお地蔵さん

小木津浜を見下ろしながら立つお地蔵さん




